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歴史の香 り
Historic Temple

漂う 花の寺
～,″′Oωああレ%″のあ

`ん

の″/〃∫cι s。〃δ～ 石
山
寺

花
ご
よ
み

一月

二月

三月

四月

寒椿      |
梅 蝋梅 水仙 ‐

雪柳 彼岸桜 . 7‐
‐‐・・,ぃぶ

==J桜(山桜、枝垂桜、染井吉野など)  ｀`

椿某ξ
葉
ァ
らくヽ
「

島つつじな
目

宝医E口塔 (ほ うきょういんとう)

四方に四国人十人ヶ所霊場の上が埋

めてあり、これを廻ると八十人ヶ所を

巡る同じ功徳を得ると云う。

1_1__‐・
´ ‐ ・

五月 藤 山吹 射千 牡丹

六月 杜若 花菖蒲 紫陽花 皐月

七月 百合 (笹百合、鉄砲百合など)

八月 サルスベリ 金糸梅    ヽ

九月  爽竹ガヒ

十月  萩 金木犀 秋明菊

十一月 紅葉 紫式部

十二月 山茶花

石 山キ の行 事
Anrlu」 勝ents at lshyama Temple

元旦～3日 初詣 儒日寺開門、無料)

1月 17.18日 初観音

21日 初弘法

東大門 (重文 )

建久元年 (1190)源頼朝の寄進 によ り創建。慶長年間に大修理。

3月 18日～6月 30日

5月第三日曜日

8月 9日

9月

9月 1日 ～ 11月 30日

28日

2月 3日

春分の日

紫式部展

青鬼祭り

千日会

中秋の名月

紫式部展

初不動

節分会

春分彼岸会

L_――́ ´

多宝塔 (国宝 )・ 確灰石 (天然記念物)寺名の出来 となっている。



文学の花開 く舞台
Literary Scene～ zι′んσθ M Lrもぁ3/励ん″αん〆。〃ぅし“9〃2ぁ″.sd∝■"～

棗
山
λ
ず
計
・

聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
天
平
勝
宝

元
年
良
排
僧
正
に
よ

っ
て
開
基
さ
れ
、

歴
朝

の
尊
崇
あ

つ
い
由
緒
あ
る
寺
院

で
あ
る
。西
国
巡
礼
十
二
番
の
札
所
。

本
堂
は
縣
下
木
造
建
築
最
古
の
も
の
で
、

内
陣
は
平
安
中
期
。
外
陣
は
淀
君
の
修

補
に
な
る
も
の
。

本
尊
観
音
は
勅
封
に
な
っ
て
い
る
。

堂
内
「源
氏
の
間
」
は
紫
式
部
が
「源
氏

物
語
」
を
書

い
た
と
こ
ろ
と
博
え
、
本

堂
下
の
御
堂
は
蓮
如
上
人
の
母
が
石

山
観
音

の
化
身
だ
と

い
わ
れ
る
の
で
、

そ
の
形
見
と
俸
え
る
蓮
如
鹿
の
子
の

小
袖
を
安
置
し
て
い
る
。

多
宝
塔
は
美
し
い
均
斉
美
を
も

つ
た

鎌
倉
期

の
建
築
で
あ
り
、
鐘
楼
・大
門

は
共
に
鎌
倉
初
期

の
建
立
に
な
る
も

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
●

境
内
の
奇
岩
は
い
わ
ゆ
る
石
山
の
．．名

の
出
た
石
で
磋
灰
石
か
ら
な
り
、天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

本堂 (国宝 )




